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「一般会計予算特別委員会」を設置して審査を実施し、
� 原案どおり�可決

一般会計予算特別委員会とは…？

一般会計予算特別委員会審査の流れ

上田市議会 “ 初 ” となる

　「一般会計当初予算」について審査を行う委員
会です。
　これまで一般会計当初予算に関する議案は各常
任委員会に分割して付託し、審査を行ってきまし
たが、今定例会からは新たに「一般会計予算特別
委員会」と各常任委員会を単位とする「分科会」
を設置し、審査を行いました。

令和 3年度

予 算

一般会計予算特別委員会

▲総務文教分科会

本
会
議
（
議
案
付
託
）

本
会
議
（
委
員
長
報
告
・
討
論
・
採
決
）

総務文教分科会
（提案説明→質疑）

産業水道分科会
（提案説明→質疑）

厚生分科会
（提案説明→質疑）

環境建設分科会
（提案説明→質疑）

一般会計予算特別委員会一般会計予算特別委員会

委員会
（全体会）

・正副委員長の
　互選
・分科会の設置
　など

委員会
（全体会）

・分科会長
　報告

↓
・討論

↓
・採決

POINT

01議長を除く全議員で
 審査を実施
特別委員会（全体会）は議長を除
く全議員で審査を行うため、全体
的な視点から審査を実施すること
ができます。

02分科会で専門的な
 審査を実施
分科会では、それぞれが所管する
部局の予算について審査を行うた
め、専門的な審査を実施すること
ができます。

2/19
3/18

3/22

3/5.8

3/9

3/5.8

3/9.10
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令和３年度一般会計
当初予算の概要

会　期 ２／ 19 から３／ 22 まで（32 日間）

議案数 条例案13件、予算案23件、事件決議案４件、専決処分１件、人事案件６件
合計47件を全て可決、承認、同意または適任と決定

市議会本会議の

インターネット中継を実施

地域防災力の向上を図るため

補助上限額及び補助率を
令和２年度から４年度まで引き上げ

市税や保育料などの

キャッシュレス決済を
� 令和３年10月からスタート

キャッシュレス決済が可能になるもの→市県民税、保育料、住宅使用料、水道料金など

■上限額　５万円　→　20 万円　■補助率　1/2　→　２/3

民間保育所（小規模保育）の施設整備に
対して補助を実施

第五中学校改築に係る基本設計
委託料や実施設計委託料など

利用できるキャッシュレス決済サービス
◎電子マネーでの納付…PayPay、LINE Pay　
◎クレジットカードでの納付…VISA、Master、JCB、American Express、　Diners club　
※水道局に関する支払いには、クレジットカードは使用できません。

インターネット中継は９月定例会から実施予定です。
議会 ICT 化推進事業

自主防災組織資器材
購入補助金

民間保育所建設事業補助金

第五中学校改築事業

総合収納システム整備事業

一般質問 23人の議員が一般質問を実施　　　　質問内容は８ページ以降に掲載

269 万円

856万円

1,925 万円

3,320 万円
（債務負担行為）9,880万円

4,219 万円

「一般会計当初予算」主な事業をピックアップ
予算の概要

予算額 　693 億 5,600 万円
＜歳入の主な内訳＞市税196億円、28.4％／地方交付税143億円、20.7％
＜歳出の主な内訳＞民生費230億円、33.2％／土木費92億円、13.4％

議会
改革

防災

サービス
向上

POINT

POINT

POINT

子育て
支援
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議　案

補正予算
概　要

経済対策や感染症対策などが計上された
　令和２年度上田市一般会計補正予算（第11号）
　令和３年度上田市一般会計補正予算（第１号）

可決

補正予算に計上された主な事業をピックアップ
予算の概要

詳細は、上田市ホーム
ページをご覧ください

売上が減少している

宿泊事業者へ支援金を給付

支援内容　　※給付要件あり
→以下のいずれかを給付
　①売上減少事業者に 20 万円
　②キャンセル人数に 1,000 円を乗じた額が 20
　　万円を超える場合：20 万円にその超えた額を
　　加算した金額（上限額 300 万円）

１億 5,460 万円 経済
対策

POINT
旅館・ホテル業事業者宿泊
予約キャンセル等支援事業

詳細は、上田市ホーム
ページをご覧ください

売上が減少している

飲食店等へ支援金を給付

支援内容 → 1 事業者につき 20 万円
支援対象事業者　※給付要件あり
→飲食業、観光業、バス・タクシー、運転代行業、
卸売業（一部）、小売業（一部）等

２億 1,620 万円 経済
対策

POINT
飲食店等事業継続緊急
支援事業

PCR 検査を行う

地域検査センターを
引き続き設置
県からの委託を受けてＰＣＲ検査を行う「上
田地域検査センター」を令和３年度も引き続
き設置するもの

2,973 万円 コロナ
対策上田地域検査センター

運営事業

対象者一人当たり５千円を支給
在宅の要介護者や障がい者等に対し、感染
症拡大防止の取り組みを支援するため、支
援金を支給

6,520 万円 感染症
防止要介護者・障がい者等

感染拡大防止支援事業
詳細は、上田市ホームページをご覧
ください
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議　案

補正予算
概　要

議　案

人事案件
概　要

新型コロナウイルスワクチン接種がスタート
　令和２年度上田市一般会計補正予算（第 9号）
　令和３年度上田市一般会計補正予算（第 2号）

副市長をはじめとする６件の人事案件を
� 全て同意または適任と決定（敬称略）

可決
承認

𠮷澤　　猛
�副市長

　　倉島　勝一
�固定資産評価審査委員会委員

峯村　秀則
�教育長

黒澤　俊直、小熊　弘子、堀内　元彦、児玉　久美子
�人権擁護委員

大久保恵子
�教育委員会委員

岡崎美都里
�公平委員会委員

事業費 事業内容１億 3,097 万円 ・予診票等の印刷、郵送費
・会場設営委託料、送迎バス運行委託料　など

�ワクチン接種体制確保事業 - ワクチン接種に必要な体制整備に関する費用 -
可決

事業費 事業内容4 億 5,927 万円 予防接種委託料、駐車場整理委託料など

�ワクチン接種事業 - ワクチン接種に関する運営費用 -
可決

事業費 事業内容8,730 万円
（債務負担行為）7,657 万円

・接種券等の印刷、郵送費
・コールセンター業務委託料　など

�ワクチン接種体制確保事業 - ワクチン接種に必要な体制整備に関する費用 -
承認

同意

同意

同意 同意 同意

適任

　新型コロナウイルスワクチン接種に関する経費
が計上された一般会計補正予算について審議を行
い、原案どおり「可決」しました。
　また、新型コロナウイルスワクチン接種体制確
保に関する予算について、令和３年２月５日に専

決処分を行ったことから、その内容について議会
への報告が行われ、審議の結果、専決処分を「承
認」しました。
　なお、事業費は全額国の負担金、補助金を活用
しています。

●議案第 39 号 副市長の選任について　　　　　　○：賛成　×：反対　議：議長（議長は表決に加わりません）

議
案
番
号

１２３４５６７８９10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

本
会
議
結
果

石
合　

祐
太

金
井　

清
一

中
村　

悠
基

松
尾　
　

卓

成
瀬　
　

拓

金
子　

和
夫

欠
員

斉
藤　

達
也

齊
藤
加
代
美

井
澤　
　

毅

原　
　

栄
一

宮
下　

省
二

飯
島　

伴
典

金
沢　

広
美

古
市　

順
子

小
坂
井
二
郎

松
山
賢
太
郎

土
屋　

勝
浩

林　
　

和
明

佐
藤　

論
征

尾
島　
　

勝

佐
藤　

清
正

小
林　

隆
利

池
田
総
一
郎

南
波　

清
吾

池
上
喜
美
子

半
田　

大
介

久
保
田
由
夫

渡
辺　

正
博

西
沢　

逸
郎

39 ×〇×〇〇〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇議×〇×〇〇〇×〇〇〇〇〇同意
※議員氏名の上の数字は議席番号です。

３月定例会　賛否の分かれた議案の賛否
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常
任
委
員
会
で
は
、

一
般
会
計
当
初
予

算
以
外
の
議
案
の
審
査

を
行
い
ま
し
た
。

常任委員会の審査概要

厚生委員会

環境建設委員会

総務文教委員会

産業水道委員会

常任委員会名 審査日 審査事項

総務文教委員会 ３月５日、８日、18日 条例案２件、予算案４件、事件決議案２件、
陳情１件

産業水道委員会 ３月９日、10日、18日 条例案２件、予算案９件、事件決議案１件、
請願１件

厚 生 委 員 会 ３月５日、８日、18日、22日 条例案６件、予算案 11件、事件決議案１件、
報告１件

環境建設委員会 ３月９日、10日 条例案２件、予算案６件、請願１件、陳情２件

敬老祝金条例中一部改正
問  ３カ年かけて見直しを行う理由はどうか。
答 	急激な変更による影響を考慮し、段階的に見
直しを行うものである。

令和３年度上田市国民健康保険事業特別会計予算
問  国民健康保険の被保険者の減少の要因をどの

ように捉えているか。また、今後の人口減少
を見据えた動きはどうか。

答 	出生数の減少に加え、団塊の世代の後期高齢
者医療保険への移行が被保険者減少の大きな
要因である。また、長野県は医療費水準の格
差が大きいことから、令和９年までに二次医
療圏単位で保険料水準を統一する方向での検
討が進められており、今後統一化の動きは加
速していくものと考えている。

令和２年度一般会計補正予算第10号
問  わがまち魅力アップ応援事業について、今年

度は 11 団体が事業を取り下げているが、来
年度の予定はどうか。

答 	わがまち魅力アップ応援事業は、一つの事業
につき最長５年間継続することができるため、
今年度の事業を取り下げた団体のうち、継続
期間が残っている団体は来年度の事業に振り
替えることを予定しているが、今年度末で事
業の継続期間が満了となる団体は、期間延長
の規定がないため、来年度に事業を振り替え
ることができないことを説明した上で取り下
げを決定している。

令和３年度一般会計補正予算第１号
問  飲食店等事業継続緊急支援事業交付金は、令

和２年 12 月から令和３年２月までの３カ月
間の合計売上額が前年同期と比較して 50％
以上減少した事業者を交付対象としている
が、売上減少率 50％以上を交付要件とした
理由は何か。

答  新型コロナウイルス感染症の影響は、飲食店
や小売業、サービス業など、幅広い業種に及
んでいることから、限られた財源の中でより
多くの業種に対して支援を行うことを目的と
して、50％以上の売上減少を交付要件とし
て設定したものである。

令和２年度一般会計補正予算第 10号
問  東部児童クラブ分室の整備に係る経費を計上

したとのことだが、放課後児童クラブは空き
教室などの既存施設を有効活用するとの方針
がある中で、東小学校の校外にある建物を購
入したのはなぜか。

答  学校の空き教室を使って整備する方針はある
が、東部児童クラブの場合、校外にある分
室等の定員は 120 人である。このため、校
外の定員 120 人分を空き教室の活用により
解消するには 40人規模の３教室が必要とな
り、現状では直ちに空く見込みがないことか
ら、校外にある建物を購入している。
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一般会計予算特別委員会分科会の審査概要

総務文教分科会

産業水道分科会

厚生分科会

環境建設分科会

分科会名 審査日

総 務 文 教 分 科 会 ３月５日、８日

産 業 水 道 分 科 会 ３月９日

厚 生 分 科 会 ３月５日、８日

環 境 建 設 分 科 会 ３月９日、10日

問  10 月に総合収納システムを導入することに
より、市税等をキャッシュレス決済で納付で
きるようになるとのことだが、納付方法ごと
の手数料はどうか。

答 	税抜きの１件ごとの手数料は、口座振替が
10 円、金融機関窓口での納付が 30 円、コ
ンビニエンスストアでの納付と電子マネーに
よるキャッシュレス決済が 54.5 円である。

　　また、クレジットカードによる決済にかかる
費用は、１万円までが 100 円、２万円まで
が 200円、３万円までが 300円、３万円を
超える場合は、１万円増加ごとに 100 円を
加算した額となるが、本人負担となる。

問  上田市消防団員等応援事業について、令和３
年度から運動施設を追加するが、どのように
決定したか。また、現在、実証実験中の地域
通貨との連携は検討しているか。

答 	消防団員を対象に行った調査において、家族
で利用できる施設の追加希望が多かったこと
を踏まえて検討する中で、応援事業の利用率
上昇のために温泉施設以外の施設を追加して
はどうかとの意見があったため、運動施設を
応援事業の対象施設に追加した。

　　また、地域通貨との連携は、消防団員の福利
厚生につながることが期待できるため前向き
に検討していきたい。

問  情報コミュニケーション関連事業において、
障がい特性に応じた円滑なコミュニケーショ
ンを行うため、窓口等で使用するコミュニ
ケーション支援アプリのタブレット端末を導
入するとのことだが、どこに何台設置し、ど
のように活用するのか。

答 	端末は、新庁舎移転後、障がい者支援課に１
台設置し、試験的に導入を図るものである。
音声認識や文字認識、多言語翻訳など多様な
機能を有するアプリケーションについては、
タブレット端末を所有する課での使用が可能
となることから、今後は、一般市民が多く訪
れる課等への研修を実施し、有効的に活用を
図っていく。

問  令和２年度から新規事業として実施している
農福連携事業について、令和３年度も引き続
き実施するための経費を計上しているが、農
業従事者と福祉事業所の連携促進をどのよう
に図っていく考えか。

答 	農福連携事業の初年度となる今年度は、ＪＡや
専任推進員を通じた農業従事者へのＰＲと、福
祉部と連携した福祉事業所へのＰＲに努めた結
果、複数の連携事業を実施することができた。
令和３年度においても、事業の内容について理
解を深めていただくためのＰＲに引き続き努め
るとともに、福祉事業所と連携することのでき
る作業の掘り起こしを行っていく考えである。
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23人の議員が市政を問う23人の議員が市政を問う
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問
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容
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録
に
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会
議

録
は
、議
会
事
務
局
、市
内
図
書
館
、

公
民
館
お
よ
び
上
田
市
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

な
お
、
一
般
質
問
の
様
子
は
上

田
ケ
ー
ブ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
お
よ
び
丸

子
テ
レ
ビ
放
送
の
ご
協
力
に
よ
り
、

生
放
送
お
よ
び
録
画
放
送
を
行
っ

て
い
ま
す
。

答弁者名は以下のとおり省略して記載しています。

市長…市長 教育長…教育長
政策研究…政策研究センター長 政策企画…政策企画部長
総務…総務部長 財政…財政部長
生活環境…生活環境部長 福祉…福祉部長
健康こども…健康こども未来部長 商工観光…商工観光部長
農林…農林部長 都市建設…都市建設部長
消防…消防部長 丸子センター…丸子地域自治センター長
真田センター…真田地域自治センター長 教育次長…教育次長

3月定例会一般質問要旨
新型コロナウイルス感染症対策として、質問時間を通常より

10分間短縮して、一般質問を実施しました。

が生じ、医療機関での治療が必要となったり

障害が残ったりした場合には、予防接種法に

基づく医療費や障害年金の給付等の救済が受

けられることとなっている。

問問	 ワクチン接種に当たり、人員体制の構築をは
じめとして、どのように対応していく考えか。

答答 （市長）情報が少ないことなどから、不安を感

じる方がいることも承知している。国からの

正しい情報を速やかにお伝えし、安心して接

種いただけるよう体制の構築に向け取り組ん

でいく。また、新型コロナウイルス感染症対

策室にワクチン接種担当を新たに組織し体制

を整えたところであり、接種会場でも多くの

スタッフが必要なことから、組織を超えた人

員体制で臨むよう指示をしたところである。

●その他の質問項目
　１．令和３年度当初予算
　２．政策研究センター
　３．資源循環型施設

林　和明（新生会）

問問	 ワクチン接種の副反応への対応はどうか。
答答 （健康こども）ワクチンの副反応については

極めてまれな場合としつつ、接種後すぐに現
れる可能性のある症状としてじんま疹等の皮

膚症状、腹痛や嘔吐などの消化器症状、息苦

しさなどの呼吸器症状が急に起こるアナフィ

ラキシーショックなどが挙げられている。接

種会場ではこのような症状が現れないか確

認するため、接種後すぐに帰るのではなく、

15 分から 30 分程度様子を見ていただき、

保健師等のスタッフが経過観察を行う予定で

ある。また、仮に症状が現れた場合について

も、すぐに現場の医師が対応可能となるよう、

接種会場に必要な医薬品等を準備する。なお

国においては、予防接種健康被害救済制度が

設けられており、予防接種によって健康被害

新型コロナウイルスワクチン接種新型コロナウイルスワクチン接種
代表質問

令和３年３月定例会が現在の議場で行う最
・ ・ ・
後の定例会となりました。

　昭和 42 年９月から 53 年間の長き
にわたって現在の議場で本会議を開催
してきましたが、新庁舎建設に伴い新
たな議場が完成することから、令和３
年３月定例会が本議場での最後の定例

会となりました。
　また、開会日の２月19日には、この
歴史ある議場において、未来に向けた
宣言である「上田市気候非常事態宣言」
が、土屋市長により表明されました。

注目‼

副反応�予防接種後に起こる好ましくない変化（例：発熱）のこと。
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　　市の計画策定に当たっては、利便性の向上と

運行効率化の両面からバス路線の再編につい

て方向づけをしていく必要がある。各地域の

課題への対応は、地域住民や交通事業者、行

政が一体となり、地域特性や住民ニーズを捉

えながら計画策定と並行して検討していく。

問問	 市内統一の補助要綱の検討状況はどうか。
答	答	（教育次長）令和４年度の予算編成に向けて

全市的に事業や地域間の不均衡を統一してい

く方向であるため、令和３年度中に通学費補

助について再度見直しを行い、検討していく。

●その他の質問項目

１．令和３年度予算編成

２．新型コロナウイルス感染症の影響による市税

等の支払猶予と減免の状況など

３．コロナ禍から命と生活を守るワクチン接種と
支援

況と倒壊した場合の対応はどうか。

答答 （都市建設）老朽化が最も進んでいるＣラン

クの空き家は、平成 28 年度 98 棟だったが、

本年２月末時点では52棟まで減少している。

　　市では倒壊等を未然に防ぐため、補助金の活

用等を含め積極的に取り組んでいく。

問問	 市長は義務教育関係者から教育長を登用し、
任期３年が終了するが、受け止めはどうか。

答答 （市長）峯村教育長は、常に現場の意見に耳

を傾けながら必要な施策に果敢に取り組んで

おり、大変ご尽力をいただき感謝している。
問問	 令和５年度以降、休日の中学校部活動を段階

的に地域へ移行するとの方針を国が示した

が、取り組み状況はどうか。

答答 （教育長）第三中学校と第四中学校をモデル

校として取り組みを進めており、今後市内全

域で移行が進められるよう努めていく。

松尾　卓（公明党）

問問	 鍵となる官民連携の促進や先進的な取り組み
を導入するため、国の４府省が連携した「ス

マートシティ官民連携プラットフォーム」に

参加すべきと考えるが、見解はどうか。

答答 （政策研究）全国的な協議組織への参加は非

常に有効であり、まずはオブザーバーとして

の参加を検討する。

問問	 国が新たに策定した地域公共交通計画の特徴
はどうか。今後の市の取り組み方針はどうか。

答答 （都市建設）本計画では従来の公共交通に加

え、自家用旅客有償輸送や福祉輸送など多様

な地域輸送資源が位置づけられる。将来的に

は国のバス運行費補助金が本計画と連動する

ため、定量的な目標設定などが必要となる。

宮下　省二（壮志会）

問問	 長野大学が市民と約束した中期６カ年計画中、
学部学科再編等が遅れている。市職員の増員

派遣を進め、改革を促進する考えはあるか。

答答 （政策企画）平成 30 年度１名、令和元年度

２名、令和２年度４名を派遣しているが、今

後設置者として理工系学部新設等大学改革に

積極的に関わり、派遣職員の増員についても

必要性などを検討し対応していく。

問問	 資源循環型施設建設に必要な環境影響評価の
業務委託契約が締結され、今後地域振興策を

具体的に協議する組織が必要だが、どうか。

答答 （市長）これまで話し合いを重ねてきた対策

連絡会との協議を基本に、市民全体の利益に

つながる地域振興策の展開につなげたい。

問問	 市長は上田市空家等対策計画を策定したが、
危険空家の最上位に位置づけられる家屋の状

スマートシティスマートシティ化推進計画化推進計画

土屋市長事業拠点再構築の効果土屋市長事業拠点再構築の効果

代表質問

代表質問

教育行政教育行政

地域公共交通計画地域公共交通計画

小中学校の通学補助制度小中学校の通学補助制度

スマートシティ�都市の抱える諸課題に対し、新技術を活用しつつ、計画や整備、管理・運営等が行われ、全体最適化が図られる持
続可能な都市または地区。
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問問	 森林整備を活用したCO2排出削減政策は。
答答 （生活環境）森林整備は植林から間伐等によ

り樹木を育てて CO2の吸収を促進するとと

もに、適材適所で木材や燃料で使用すると

いったバランスの取れた状態を目指して、森

林が良好な環境に保てるよう維持管理の推進

を図っていく考えである。

問問	 生ごみの抑制と再資源化への取り組みは。
答答 （生活環境）３Ｒの徹底や、生ごみを燃やさ

ずに農業分野での利用を推進する仕組みづく

りを目指している。生ごみは自己処理を基本

としつつ、自己処理できない地域には分別収

集を行い、資源として利用する計画である。

分別収集は段階的な実施により、年間 650

トンから 1,200 トン程度を見込んでいる。生

ごみの資源化施設は、場所の選定やコストと

効果のバランスを見定めつつ、最適な形態な

どを慎重に検討し、市民の理解と協力をいた

だき速やかに事業化できるよう努めていく。

答答 （福祉）申請者からの聞き取りに基づき、交流

断絶など個別の状況を慎重に検討した上で、

扶養照会が適当でない場合は実施していな

い。安否確認等精神的な援助の確認も必要で

あり、今後も寄り添った対応を心がけ、実施

要領等に基づき正確かつ公平に対応していく。

問問	 新型コロナウイルスの影響下において、優先
すべき事業の積み上げと、既存事業の見直し

を総合的に進めるべきだが、見解はどうか。

答答 （財政）各課１事業の見直しの取り組みを検

討することとし、各課で新たな手法や発想が

研究され見直しが図られたものと考えてい

る。事業の優先度を精査し、既存事業の縮減

や制度の見直しを一層推進していく。

●その他の質問項目

１．水道事業

２．令和元年東日本台風災害

松山賢太郎（仁政会）

問問	 上田市内のCO2排出量や、地域特性を生か
した政策はどのように検討しているか。

答答 （生活環境）３月議会冒頭に市長が上田市気

候非常事態宣言及び、2050ゼロカーボンシ

ティを表明したところであり、太陽光発電や

太陽熱利用システムの導入支援を行いなが

ら、CO2排出量を 2013 年度の 123 万３千

トンから、2030 年度では 30% 削減を目指

して取り組みを強化していく。

問問	 既存の公共施設や公用車の見直しはどうか。
答答 （生活環境）実行計画に基づき、施設の改築

や改修に合わせた省エネ設備導入や照明のＬ
ＥＤ化などの推進を図っている。また、今後

はハイブリッド車や電気自動車を積極的に導

入するよう検討していく。

古市　順子（日本共産党）

問問	 地方創生臨時交付金を活用して、菅平をはじ
め市内の宿泊業者へ給付型支援を早急に実施

すべきではないか。

答答 （真田センター）売上減少事業者に一定額の

直接支援を行うとともに、宿泊事業者に対し

ては、キャンセル数に応じた直接支援を実施

したいと考えている。

問問	 公共交通事業者も大変厳しい経営状況だが、
市としてどのような支援を検討しているか。

答答 （都市建設）公共交通を維持するための支援

策を検討中である。また、市民の利用促進や

観光による需要喚起の視点も含めた支援の在

り方についても検討を進めていく。

問問	 日本共産党が行った生活保護の扶養照会に関
する国会質問に対し、厚生労働大臣は「義務

ではない」と答えたが、市の現状はどうか。

ゼロカーボンゼロカーボンシティ上田シティ上田
実現に向けた環境政策実現に向けた環境政策

新型コロナウイルス感染症対策新型コロナウイルス感染症対策

代表質問

代表質問

今年度補正予算及び来年度当初予算等今年度補正予算及び来年度当初予算等

ゼロカーボンシティ�2050 年までに二酸化炭素排出量実質ゼロの実現を目指す都市。
３Ｒ�Reduce（リデュース）、Reuse（リユース）、Recycle（リサイクル）３つの総称。
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傍聴聴者のの

声本会議を傍聴されたみなさんの声
～こんなご感想・ご意見をいただきました～

　３月定例会本会議の傍聴者数は延べ 33人でした。
　傍聴された皆さんから寄せられた、ご感想やご意見の一部を紹介します。
　●　どういった形で質疑が行われているか、よくわかった。（30代・男性）
　●　現在の庁舎での最後の一般質問を傍聴しました。新しい庁舎で傍聴のしやすさなどが
　　　どのように変化するか楽しみにしています。（30代・女性）
　●　活発な議論をお願いしたい。（70代・男性）

問問	 市は今定例会で「気候非常事態宣言」を行っ
たが、地球温暖化ガス排出削減に向けた施策

をどのように考えているか。

答答 （生活環境）資源循環型施設建設の基本方針では、

ごみ焼却に伴って発生した熱エネルギーを回収

し、熱利用や発電などの有効活用を検討するこ

ととしている。また、可燃ごみに多く含まれる

生ごみをできるだけ焼却処理せずに、資源利用

を進めていく考えである。新年度当初予算にお

いては、中小企業者を対象に 10 ＫＷを上限と

して太陽光発電システムの導入費用に対する補

助金や、太陽光発電システムに接続する蓄電設

備に対する補助金を計上している。さらに、電

気自動車の普及が進むことが予想されることか

ら、公共施設の駐車場等への充電設備の設置に

ついても、需要状況を考慮し、他市の設置状況

等を参考にしながら検討していく考えである。

池田　総一郎（上志の風）

問問	 大都市圏から地方への移転を検討する企業が
増加する中、こうした企業に対して誘致を働

きかける考えはどうか。

答答 （商工観光）令和３年度はサテライトオフィス

開設事業補助金について、企業が開設するサ

テライトオフィスの支援に加え、地方への新

たな人の流れに対応したコワーキングスペー

スやシェアオフィスなど、働く場を整備する

事業も対象となるよう拡充していく。今後も、

コロナ禍の社会の変化を迅速に捉え、首都圏

に近いという地理的優位性を生かしながら、

空き家や空き店舗の活用など、多様かつ柔軟

な企業誘致に民と官の連携と、部局横断的な

体制でさらに取り組んでいく考えである。

コロナ禍におけるコロナ禍における
首都圏からの企業誘致首都圏からの企業誘致

代表質問

上田市の地球温暖化対策上田市の地球温暖化対策

新議場で議会を傍聴しませんか新議場で議会を傍聴しませんか
議会では、皆さんの身近な問題や上田市の予算や政策など、

さまざまな事柄について、活発な議論が交わされています。

Ｑ	傍聴ができる方は？
Ｑ�	事前の手続きは？
Ｑ	予約は必要？

A 	どなたでも議会の傍聴ができます。
A 	市役所新庁舎５階の議会事務局で受付をして傍聴券を受け取ってください。
A 	必要ありません。（大人数で傍聴にお越しの際は事前にご相談ください。）

日程が決まりましたら、６月上旬に
市議会ホームページに掲載します。６月定例会は６月 7 日 月 開会予定です。

新議場傍聴席
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い、保存活用に向けた方策を検討する。

問問	 絹糸紡績資料館の保全活用の考えはどうか。
答答 （市長）所有者から閉館したいとの意向を受

け、関係者と建物の保存などについて協議し

ている。収蔵されている絹紡績関係資料は、

全国でも第１級の貴重な資料であり、資料館

ののこぎり屋根の建物も蚕都の面影を伝える

数少ない歴史遺産であると認識している。資
料館及び資料の活用と保全の方策について、
引き続き関係者と協議を行っていく。

●その他の質問項目
１．上田市立産婦人科病院のあり方

ど、より地域との連携が必要と考える。

問問	 市長が考える今後 10年間のスポーツ行政を
積極的で実現性、実効性を高めるために、ス

ポーツ行政の所管を教育委員会から市長部局

に移すべきと考えるが、見解はどうか。

答答 （市長）施設改修や国体開催等に向けた体制

構築などの課題に対応する組織体制とするた

め教育委員会とも協議を重ねながら引き続き

力強く検討していく。スポーツが持つ多様な

価値をまちづくりに活かしていく考えである。

●その他の質問項目

１．キリングループとの包括連携協定の進捗状況

問問	 市有建築物の改修・改築工事の途中でアスベ
ストが発見され、処理費用が追加されること

は大変大きな問題であるが、今回の法改正に

より解消されるのか。

答答 （都市建設）規制が強化されたことを踏まえ、

工事発注前の設計段階でアスベストの有無に

ついて発注者としての事前調査をより慎重に

行い、必要な除去工事について設計に反映さ

せることによって、追加費用が発生しないよ

う努める。

●●その他の質問項目その他の質問項目
１．消防団と地域防災力の充実強化

佐藤　清正（壮志会）

問問	 近代化遺産の位置づけと取り組みはどうか。
答答 （教育次長）日本の近代化に貢献した建造物

で、地域の特色ある資源と位置づけている。

後期まちづくり計画では、国の有形文化財登

録を目指して複数の調査等を計画している。

問問	 旧丸子カネボウ工場の食堂棟や需用品倉庫の
学術的調査をする考えはあるか。

答答 （教育次長）丸子地域の養蚕や製糸業の繁栄

を伝える貴重な資料であり、詳細な調査を行

金子　和夫（仁政会）

問問	 中学生期の部活動の在り方をどう考えるか。
答答 （教育長）部活動の延長として行われてきた

社会体育活動は、活動の過熱化や長時間の活

動が生徒に与える負担等が問題になってお

り、活動時間の適正化に努めるよう周知して

いる。近年、部活動はトップアスリート育成

の場では無くなってきており、競技者を育て

る場は民間スポーツクラブなどが受皿となる

ものと考えている。部活動の地域への移行な

佐藤　論征（新生会）

問問	 令和３年４月から大気汚染防止法が改正され、
建築物等の解体工事においてアスベストの有

無の事前調査が義務となる。市有建築物にお

いて、正確な改修改築計画策定のために事前

調査を行う必要があると考えるが、どうか。

答答 （都市建設）調査方法が法定化されたことや、

発注者として施工者への配慮義務が定められ

たことを踏まえ、事前調査をより早い段階で

行えるよう取り組んでいく考えである。

近代化遺産の保全と活用近代化遺産の保全と活用

第二次上田市スポーツ推進計画第二次上田市スポーツ推進計画

大気汚染防止法改正大気汚染防止法改正

アスベスト�天然に産する繊維状けい酸塩鉱物。以前建築工事において保温断熱の目的で使用されていたもの。
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事業者と連携したポイント還元キャンペーン

である消費喚起応援事業を２回実施してき

た。昨年８月から９月に実施した第１弾では、

約 900 店舗で利用され、消費額は約９億円

となった。第２弾では、約 1,100 店舗で約

15 億円の消費効果があった。引き続き、感

染予防と経済活動の両立で経済の地域内循環

が図られるよう、関係機関とも連携を強化し

ながら事業者支援に取り組んでいく。

●その他の質問項目

１．次代を担う人づくり

２．在宅医療・介護体制の整備

の問題点が指摘されているが、上田市はどの

ように考えているか。

答答 （農林）農業生産と発電との共有により、農

家の所得向上が期待できる取り組みだが、太

陽光パネルを設置することでその下の農地に

日陰が生じることとなり、いかに生産量を確

保しつつ、営農を継続していくかが課題であ

ると考えている。

　　ソーラーシェアリングが営農の適切な継続と

発電が両立した取り組みとなるよう、国の規

定に基づく指導を適切に継続していきたい。

検討状況はどうか。

答答 （政策企画）観光拠点となる（仮称）ビジター

センターの設置を検討している他、周遊観光

ルートの開発などを行う考えである。また、

外国人観光客の受け入れ体制整備について

は、文化庁の補助メニューを活用して多言語

パンフレットの作成などを検討している。新

型コロナウイルス感染症の収束後には、国内

外から多くの観光客を受け入れることができ

るよう万全の体制を構築していく考えである。

●●その他の質問項目
１．住民自治組織と自治会

西沢　逸郎（仁政会）

問問	 コロナ禍に伴う消費の抑制や給付金の支給に
よって、家計の現預金は平時より 25兆円増

加している。これらのお金を地域内での消費

に向かわせることによって、困窮している事

業者の支援につなげ、市内事業者を育成して

いくことが喫緊の課題と考えるが、市の見解

はどうか。

答答 （商工観光）売り上げが大きく減少している

事業者への支援として、スマートフォン決済

中村　悠基（上志の風）

問問	 農地へ太陽光パネルを設置した場合、収穫量
が設置前と比較して２割以上減っていないか

確認する必要があることから、生産者には収

穫量の報告義務があるが、報告内容が適切で

あるか確認しているか。

答答 （農林）ＪＡの営農指導員等、知見を有する

者の確認を受け、的確に把握している。

問問	 営農型太陽光発電いわゆるソーラーシェアリ
ングについては、全国の農業委員会から多く

金井　清一（壮志会）

問問	 令和２年度の取り組み状況はどうか。
答答 （政策企画）観光拠点整備に向けた事業とし

ては、市民に認定されたストーリーや構成文

化財を広く知っていただくための案内看板の

整備や、誘客戦略に向けて各種施策に対する

ウェブ調査分析、外国人誘客を見据えた英語

版の映像制作など、文化庁の補助メニューを

最大限活用し、事業推進を図っている。

問問	 インバウンドを含めた誘客ＰＲと受入体制の

コロナ禍における事業者支援コロナ禍における事業者支援

農地への太陽光パネルの設置農地への太陽光パネルの設置

日本遺産日本遺産

ソーラーシェアリング�農地に支柱を立て、上部空間に太陽光発電設備を設置し、農業生産と発電において太陽光を共有する取組。
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なっている。道路整備に係る地元の同意も重

要な判断材料である。現在、左岸地域で優先

的に進めている、または計画中の道路につい

ては、県事業では、赤坂交差点から宮島交差

点までの国道 143 号と、主要地方道別所丸

子線柳沢バイパスから二ツ木峠までの鈴子バ

イパス、丸子地域の国道 254 号のバイパス

である。

　　市道では、塩田地域と川西地域を結ぶ中野小

泉線バイパス、富士山下組地区の市道久保峠

線の狭隘区間の拡幅工事を行っている。

●その他の質問項目

１．農林業振興

し合いを続けるとともに、資源循環型施設の

建設は、全ての市民自らの課題であると認識

していただけるよう、取り組んでいく。また、

市が策定した生ごみリサイクル推進プランで

は、生ごみ資源化施設について「民間施設や

既存施設の活用、市有地での新設などさまざ

まに検討し、できるだけ速やかに事業化を図

る」としている。現在、公設、民設などさま

ざまな面から検討しており、関係者の御理解

と御協力をいただきながら取り組んでいく。

●●その他の質問項目その他の質問項目
１．１．日本遺産を生かしたまちづくり

市民一人一人に陽があたる暖かいまちにした

い。そして、この美しい地球を、上田を次の

世代につなげ、未来の子どもたちからも感謝

されるまちを築き上げたい。この思いが私の

まちづくりの原点である。そのようなまちを

目指し、全力で職務を遂行していく。

●その他の質問項目

１．社会増減にかかる人口増加策

２．コロナ禍における飲食店等への支援

小林　隆利（壮志会）

問問	 限られた財源の中で、どのように事業を選択
していくか。特に千曲川左岸地域では、どの

路線を優先的に整備していくか。

答答 （都市建設）基本的な考えとしては、車両や

歩行者の交通量が多く、渋滞解消や安全対策

に効果があること、経済活動に寄与するこ

と、防災上有効な輸送路となること、道路網

ネットワークとして機能すること、補助事業

などの財源措置があること等が選択の基準と

渡辺　正博（日本共産党）

問問	 資源循環型施設建設対策連絡会が資源循環型
施設の建設に同意するには、ごみの減量化や

生ごみリサイクル施設の建設、地域課題の解

決などさまざまな問題の解決を条件としてい

るが、見解はどうか。また、生ごみリサイク

ル施設は公設を前提に検討しているか。

答答 （生活環境）地元の皆さまから建設同意を得

るには、さまざまな課題に対し総合的に判断

していただく必要があり、引き続き丁寧な話

斉藤　達也（新生会）

問問	 土屋市長が掲げる上田市のビジョンは何か。
答答 （市長）上田市のビジョンとして常に念頭に

置いているのは、「市民力と共感力で、『つな

がり』と『ありがとう』のまちをつくる、そ

してまた、『一人一人にあたたかい陽のあた

るまち』をつくる」ということである。上田

市に暮らす全ての市民が、誰も取り残される

ことなく幸せに暮らせるまちにしたい、太陽

の光が分け隔てなく地上に降り注ぐように、

資源循環型施設建設資源循環型施設建設

上田市のビジョン上田市のビジョン

千曲川左岸地域におけ千曲川左岸地域におけ
る幹線道路網整備る幹線道路網整備
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問問　マイナンバーカードの普及に向けた広報は
どのように行う考えか。

答答　（総務）マイナンバーカードのメリットが感

じられるような独自利用など、利活用の促進

を図るとともに、カードの利点や安全性につ

いても正確な情報を繰り返し「広報うえだ」

やＳＮＳなどを使って周知することで、取得

促進につなげていく考えである。

●その他の質問項目

１．市長のリーダーシップ

２．温泉を活用した健康づくり

３．国道 254 号沿線における「道の駅」設置検

討

答答 （消防）国が示す普通交付税の算定基準では、

上田市の人口に換算すると、団員数は約 2.3

倍、分団数は 1.2 倍、消防車両は 4.3 倍であ

り、数字上は国の基準を満たしている。また、

国が示す消防力の整備指針などを踏まえ、適

正な団員数等の原案を試算しており、消防団

の消防力は維持できると考えている。常備消

防の見直しは、平成 30 年度から常備消防の

基本構想を検討するためにワーキンググルー

プを組織し、検討を行っている。

●その他の質問項目

１．上田市消防団の現状と課題

齊藤　加代美（新生会）

問問	 マイナンバーカードが普及しない要因をどの
ように捉えているか。

答答 （総務）要因の一つとしては、個人情報の漏

えいなど安全性に対する懸念があると考えら

れるが、マイナンバーカード自体には税や年

金などの個人情報は記録されておらず、高い

セキュリティーが確保されている。また、も

う一つの要因としては、必要性やメリットが

感じられないということが考えられる。

井澤　毅（新生会）

問問	「上田市消防団の将来のあり方検討委員会」
発足の経緯と目的は何か。

答答 （消防）消防団員数の減少が止まらない中、

地域防災力を確保するために、各分団の適正

団員数案の算定や分団再編、消防団の組織体

制の検討を行うため、令和元年度に発足した。

問問	 上田市が目指す適正な消防力とは何か。また、
消防団の再編に伴い消防力は維持できるか。

常備消防の見直しは行うのか。

上田市消防団の今後の在り方上田市消防団の今後の在り方

マイナンバーカードのマイナンバーカードの
普及啓発普及啓発

レポート市 議 会

タブレット端末の操作研修会を実施
　「議事の効率化」や「ペーパーレスの推進」、「情報共
有の迅速化」などを目的として、タブレット端末の導入
を行ったことから、基本的な操作やペーパーレス会議シ
ステムの利用方法などについて研修を実施しました。
　今後は、６月定例会及び９月定例会で試験運用を行
い、課題などについて検証を重ねながら、12月定例会
から本格運用をする予定です。

研修の様子①

研修の様子③

タブレット本体

研修の様子②
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を受け開所した。同センターでの検査数の推移
は、３月１日現在で、合計1,108件となっており、
特に検査数の多い月としては、８月 145件、９
月 147件、12月 244件、令和３年１月 273件
となっている。このうち、43件について陽性者
が確認されている。また、上田圏域全体の検査
数は 2月 25日現在で合計 12,409人となってい
る。陽性判定者の状況については、症状や療養
先などについて県及び上田保健所が把握してお
り、適切に対応されていると承知している。

●その他の質問項目

１．災害復旧・国土強靱化

ナ禍で支援が必要な家庭へは個別訪問や相談

対応、食料配布などを行った。また、迅速な

情報把握などを目的として、新たに児童家庭

相談システムも導入する。自殺者数は若年層

を中心に大変深刻な事態となっており、昨年

８月には全世帯に自殺予防のリーフレットを

配布し、相談窓口等のお知らせをした。「こ

ころの体温計」も含めた情報発信の在り方等

を検討し、自殺予防の取り組みを進める。

●●その他の質問項目その他の質問項目
１．１．上田市自治基本条例の中間提言
２．上田市発達相談センター

今後の相談状況に応じて、人員の増強など体

制の充実を検討していく。

問問	 昨年 12 月に「労働者協同組合法」が可決成
立したが、市はどのような期待をしているか。

答答 （商工観光）若者や高齢者、障がい者など、多

様な人材がお互いを尊重しながら、生きがい

を持って労働できると考えられ、住民自ら出

資して労働協同組合に参加し、地域の課題解

決に取り組むことで、より生活しやすい地域

の創出の可能性があるものと期待している。

●●その他の質問項目
１．クラインガルテン事業

原　栄一（壮志会）

問問	 上田地域検査センターでの検査数の推移と、
陽性判定者の状況はどうか。

答答 （健康こども）上田地域検査センターは、上田圏
域の新型コロナウイルス感染症の検査体制の強
化を目的に、新型コロナウイルス感染症の疑い
のある方がＰＣＲ検査の検体採取を行う施設と
して、また自己負担を伴わない行政検査を受け
る機関として、昨年５月 26日に県からの委託

池上　喜美子（公明党）

問問	 コロナ禍の中、ＤＶや虐待、自殺の件数が増
加している。児童虐待の発生予防や早期発見、

早期対応を行う中核機関としての「子ども家

庭総合支援拠点」の設置状況と自殺予防施策

はどうか。

答答 （健康こども）支援拠点の早期設置のため、

担当部署に段階的に専門職を増員し、令和２

年４月には子ども家庭支援員と虐待対応専門

員合わせて４人の有資格者を配置した。コロ

金沢　広美（公明党）

問問	「緊急雇用安定助成金」に関する市ホームペー
ジの情報を充実してはどうか。また、相談窓

口の体制強化を図る考えはあるか。

答答 （商工観光）市ホームページでは申請の手引

きや動画を掲載するなど、活用支援を実施し

ているが、助成金の対象外と思い込んでいる

事業主もいることから、より一層アクセスし

やすい工夫をして、丁寧な情報提供に心がけ

ていく考えである。また相談体制については、

上田地域検査センターの上田地域検査センターの
ＰＣＲ検査の現状ＰＣＲ検査の現状

子どもの人権を守る子どもの人権を守る
虐待防止、自殺対策虐待防止、自殺対策

コロナ禍での雇用の維持と創出コロナ禍での雇用の維持と創出
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ど柔軟かつ機動的な対応を切れ目なく行い、

地域経済の下支えや医療提供体制の確保に向

けて、予算や財源の確保を図っていく。

答答 （財政）財政調整基金等の活用に加え、新型

コロナウイルス感染症に特化した国の地方創

生臨時交付金のさらなる増額を国に働きかけ

るなど、財源確保に向けて取り組んでいく。

●その他の質問項目

１．上田市を中心とする医療体制の強化策

２．ワクチン接種

３．がん支援

４．包括的な政策展開

し、農林部と連携しながら検討していきたい。

問問	 有機食材を学校給食へ導入することは多くの
効果があると考えるが、市長の見解はどうか。

答答 （市長）現在は有機農産物の生産者が少ない

ことや、市内で栽培される農産物のうち、有

機農産物の割合が極めて低いことなどから、

現時点では難しいものと考えているが、将来

的に食材として活用するためには、有機農業

を志す農業者や生産団体を確保、育成し、有

機農産物の生産体制を強化する必要もある。

これは食育の観点からも重要なことと認識し

ている。

する予定である。跡地利用については、地元

の皆さまと協議を行っていく考えである。

問問	 合併後初めて新規の工業団地造成に踏み切っ
た箱畳第二期工業団地造成事業の進捗状況

と、申し込み企業との協議状況はどうか。

答答 （丸子センター）箱畳第二期工業団地造成事

業は開発面積約 5.8ha で、平成 30 年 10 月

に開発許可を取得し、令和４年３月末の完成

を目標に進めている。申込み企業とは、購入

の意思に変わりはないことを確認している。

●その他の質問項目

１．デジタル化社会の光と影

飯島　伴典（上志の風）

問問	 公衆衛生上の災害とも言えるコロナ禍につい
ての見解はどうか。

答答 （市長）飲食業や観光業を中心に深刻な影響

を受けており、極めて強い危機感を持ってい

る。まさに世界レベルの災害と実感している。

問問	 復興に向けた予算確保に対する考えはどうか。
答答 （市長）地方創生臨時交付金のさらなる増額

を国に求めていく。また、県とは情報共有な

ど連携を一層進め、財政調整基金等の活用な

石合　祐太（新生会）

問問	 県内をはじめ全国の自治体において、学校給
食に有機食材を導入する動きがあるが、どの

ように受け止めているか。

答答 （教育長）有機食材は化学物質の影響が少な

く、安心感や魅力がある。児童生徒には生産

者の顔が見え、郷土の農業に関心を深めるこ

とで生産者への感謝の気持ちを育むことも期

待できる。他自治体の状況を研究し、給食費

とのバランスやメリット、デメリットを整理

久保田　由夫（日本共産党）

問問	 まるこ保育園の開園により、閉園となる保育
園の跡地利用の検討状況はどうか。

答答 （健康こども）保育園整備には公共施設等適

正管理推進事業債を活用しており、統合前の

施設は廃止する必要がある。また、公共施設

マネジメント基本方針では、施設を廃止し、

跡地は原則として売却することとなってい

る。このため、みなみ保育園は令和３年度に

解体し、東内保育園は令和６年度以降に解体

コロナ禍を乗り切るためコロナ禍を乗り切るため

有機農業の振興及び学校給食有機農業の振興及び学校給食
への有機食材の導入検討への有機食材の導入検討

まるこ保育園と箱畳第二期工業団地造成まるこ保育園と箱畳第二期工業団地造成
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請願番号 件　名 提　出　者 審査結果

請願第１号 「最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求める意見書」の採択を求める請願

上小地区労働組合連合
議長　森嶋光　氏　ほか１人
（紹介議員）
渡辺正博議員、石合祐太議員

不採択

請願第２号
「日本政府に核兵器禁止条約への参加・
調印・批准を求める意見書」の提出に関
する請願

原水爆禁止上小地区協議会
代表　中沢盛雄　氏　ほか９人
（紹介議員）
渡辺正博議員、石合祐太議員

不採択

みなさまからの請願・陳情５件を審査

●請願第１号●

●請願第２号●

請 願

○：賛成　　×：反対　　議：議長（議長は表決に加わりません。）

請
願
番
号

石
合　
祐
太

金
井　
清
一

中
村　
悠
基

松
尾　
　
卓

成
瀬　
　
拓

金
子　
和
夫

斉
藤　
達
也

齊
藤
加
代
美

井
澤　
　
毅

原　
　
栄
一

宮
下　
省
二

飯
島　
伴
典

金
沢　
広
美

古
市　
順
子

小
坂
井
二
郎

松
山
賢
太
郎

土
屋　
勝
浩

林　
　
和
明

佐
藤　
論
征

尾
島　
　
勝

佐
藤　
清
正

小
林　
隆
利

池
田
総
一
郎

南
波　
清
吾

池
上
喜
美
子

半
田　
大
介

久
保
田
由
夫

渡
辺　
正
博

西
沢　
逸
郎

第
１
号 ○×××○××××××××○××議×××××××××○○×
第
２
号 ○ × × × ○ × × × × × × × × ○ × × 議 × × × × × × × × × ○ ○ ×

委員会審査結果
付託委員会 　産業水道委員会 審査結果 賛成少数により、「不採択すべきもの」と決定

委員会審査結果
付託委員会 　環境建設委員会 審査結果 賛成少数により、「不採択すべきもの」と決定

本会議審議経過

賛成討論
（渡辺議員）

・生計費に地域間格差は無いということが、さまざまな調査で明らかになっている。
・日本の最低賃金は国際的に見て低水準であり、エッセンシャルワーカーなどが低賃金
となっている。

・最低賃金引き上げのためには、中小企業支援策の抜本的強化が必要であることから、
賛成である。

反対討論
（金子議員）

・新型コロナウイルス感染症の影響によって、多くの企業が経営の危機に直面している
ことから、最低賃金を 1,500 円にすることは実現不可能である。

・全国一律の最低賃金制度の導入は、雇用のバランスの崩壊につながることから、反対
である。

本会議審議経過

賛成討論
（成瀬議員）

・世界唯一の戦争被爆国として条約を批准し、立場を明確にすることで、核保有国と非
保有国の橋渡しとなり得るものであり、核兵器廃絶への力となることが国際社会に求
められている。

・上田市は「非核平和都市宣言」に基づいて核兵器廃絶に向けた取り組みを行っており、
こうした取り組みは本請願の趣旨にも合致していることから、賛成である。

反対討論
（中村議員）

・日本の周辺諸国では軍事的な動きが活発である中、日米安全保障条約の枠組みにより
軍事的バランスが保たれている。仮に条約を批准した場合、アメリカ合衆国との関係
に影響を及ぼし、日本のみならず極東地域の安全保障を揺るがしかねないことから、
反対である。
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陳情番号 件　名 提　出　者 審査結果

陳情第１号 国土交通省告示第98号の履行に関する陳
情

一般社団法人長野県建築士事務所
協会会長　土屋長命　氏
ほか１人

採択

陳情第２号 最低制限価格の設定に関する陳情
一般社団法人長野県建築士事務所
協会会長　土屋長命　氏
ほか１人

継続審査

陳情第３号 耐震診断・耐震改修に関する陳情
一般社団法人長野県建築士事務所
協会会長　土屋長命　氏
ほか１人

採択

陳 情

意見を付箋に記入

お互いの意見を把握しやすく
するため、意見は付箋に記入
しました。

グループに分かれて討議

活発な議論を行うため、全議
員を４つのグループに分けて
討議を行いました。

レポート市 議 会

政策討論会で出
された意見を踏
まえつつ、「健
康づくり推進特
別委員会」にお
いて条例制定に
向けた検討を引
き続き行ってま
いります。

①市民の皆さんにとって分かりやすい条文とするためにはどのような文言や表現が必要
であるか。
②健康づくりを進める上での市や議会、関係機関の役割はどうか。

 「政策討論会」を開催  
【議　題】
「上田市健康づくり推進条例（仮称）」について
【提出者】
健康づくり推進特別委員会

【討論内容（主な内容を抜粋）】
健康づくり推進特別委員会で作成した条例案に
対して、以下を論点として討議を行いました。



上田市議会だより　No.83
３月定例会　令和 3 年 5 月 16 日号

令和３年5月16日発行
発　行：上田市議会
〒386-8601	 上田市大手一丁目11番16号
TEL.0268（22）0452　FAX.0268（23）5136
E-mail：gikai@city.ueda.nagano.jp

編　集：広報広聴委員会
	 委 員 長：林　和明
	 副委員長：金井　清一
	 委　　員：石合　祐太・成瀬　拓・齊藤　加代美・原　栄一
　　　　　　　　　飯島　伴典・金沢　広美・松山　賢太郎
印　刷：田口印刷株式会社

この印刷物はグリーン購入
法の基準を満たす紙と植物
油インキを使用しています。

この印刷物はグリーン購入
法の基準を満たす紙と植物
油インキを使用しています。

　このたびは、上田市議会だより表紙デザインコンテストの表彰をいただきありがとうございます。
　写真は生島足島神社にて、娘とお参りした時のものです。大病もなくこの５月で３歳になりました。
　今後も皆、健やかに過ごしていければと願っています。

デ 受ザ 賞イ 者ン のコ 声ンテスト表紙 柳沢俊介さん

市議会だよりでは、「いま覚えてほしい手話」
をお伝えしています。

今回のテーマは

「ありがとう」
「どういたしまして」

を学ぼう

左手の甲から右手を縦に垂直
に上げます。

「ありがとう」

手 話

第 3 回 市議会だより
表紙デザインコンテスト

　「第３回市議会だより表紙デザインコンテスト」には、38作品のご応募をいただきました。作品をご
応募いただいた皆様に、心より感謝申し上げます。
　素晴らしい作品が多く選考は難航を極めましたが、次の４作品が受賞いたしました。
　入賞作品は、「市議会だより８月16日号（第 84号）」から順次掲載いたしますので、ご期待ください。

表彰名 作品タイトル 撮影場所 氏　名 掲載予定号
大　賞 懐かしい道 上野地域（富士見台） 中田　耕市さん 令和３年	８月 16日号
議長賞 閃光 前山寺三重塔 仙田　晴久さん 令和４年	５月 16日号

広報広聴委員長賞 真田石 上田城 坂口　満明さん 令和３年11月 16日号
特別賞 氷灯ろう夢まつり 北向観音 堀　　淳志さん 令和４年	２月 16日号

結 果 発 表

広報広聴委員長賞 特別賞大賞 議長賞

右手の小指の指先を顎に２回
当てます。

「どういたしまして」

“長野県ホームページ”
「手話辞典」


